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シンポジウム 日本口承文芸と「近代i

第40回例会シンポジウムが、『日本口承文芸と「近代JAというテーマで行なわれた。柳田国男には

じまる日本口承文芸の研究が、従来やや等問視してきた「近代Jの問題に焦点をあてた。発表者は、真

鍋昌賢、萎竣(カン γュン)、細田明宏の三氏。コメンテーターは、石井正己、重信幸彦氏にお願いした。

浪花節、紙芝居、浄瑠璃に焦点をあて、都市的な大衆芸能、伝承に回収されないパフォーマンス、近代

の聴衆・観客と「国民Jの問題などをめぐって、活発な討論が行なわれた。発表内容と、今後の展望に

関する文章を、発表者の三氏からいただいたので掲載する。なお、司会者の不弁と時間の制約から、「近

代j をテーマとした意味がやや不明確だったとの指摘もあった。その点にかんする司会者の私見は、そ

の後、小著 r<声〉の国民国家・日本A (N H Kブックス、 2000年 11月)に述べた。(兵藤裕己)

〈近代〉における口頭芸の社会的な位相

一浪曲師・寿々木米若の口演記録にみる戦中と戦後一

真鍋昌賢

口頭芸の社会的な位相をさぐるためには、演者の実践のあり方を環境の変容とともに捉え直す必要が

あるだろう。本発表ではそうした意図に基づき、浪曲師・寿々木米若の演目選択の仕方を、口演記録

(1940-1951)をもとにして明らかにすることを目標としていた。具体的には、終戦という政治史レベル

の画期点持久米若の興行に与えた影響について考察した。

第二次大戦後、 GHQの検閲を受けるなかで、米若は戦時色の強い演目をはじめとして、検閲コード

にひっかかる演目は口演しなくなる。米若は、戦前・戦中に口演していた演目を輿行にかける一方で、

精力的に新作に取り組んだ。演目中心的なジャンル分けに頼るだけでは、 ・米若が得意とした演出の全体

像をつかむことはできない。物語世界の設定(若い男女の恋仲など)、や民謡の節の挿入などは米若が得

意とする演出である。それらはある一定のジャンルにのみ見いだされるのではなく、しばしばジャンル

をまたいで採用されていた。米若の演出に対する理解は、興行上の必要性 (2席ヨミ)に基づいて、つ

まり実践のレベルを重視することを通じて、見いだされるべきである。米若の口演記録を戦中・戦後に

またいで比較したとき、政治史の動向に並行した変化が認められる一方で、得意とする演出レベルでの

連続性が認められるのである。

シンポジウムでは、「なぜ近代をテーマとする必要があるのかJについて、もう少し議論が必要であっ

たかもしれない。「近代Jという言葉が指し示す内容について、各研究者のイメージは必ずしも一致しな

いだろうし、なぜその言葉を問題化する必要があるのかについても梼々な見解があるだろう。私自身は、

口意文芸の「現代Jを位置づけるための前提作業として、「近代jを再構成する必要があるのだと思って

いる。そdうした前提作業は、口承文芸研究者がひろく共有せねばならない謀題ではないだろうか。



紙芝居と「近代J

萎竣

「口承文芸Jあるいは「口承文学」と

いう語は、「蕗の藁の苦味」を暗むような

「矛盾のあるJ概念であり(柳田国男)、

その矛盾は、「声Jとしてのことばを書か

れた「テクスト」に基づく認識で捉える

という倒錯に根ざしている CW-J. オ

ング)。いま、そうした矛盾を強調するこ

との学問的な意義は、調査者に史(資)

料批判の徹底もしくはそれへの自覚を促

すところにあり、そこで、日本の口承文

芸研究が「近代Jを通過して再構築でき

るかが問われることになる。では、紙芝

居の研究においてはどうか。

筆者は紙芝居における口承性を、既存

の研究の分類を参照しながら、その要素

のレベルで捉えるわけでない。むしろ、

紙芝居に対して諸制度の規律権力が働き、

専門家や知識人による啓蒙と変形、好事

家の懐古的な痘造が行われる場合、それ

らによって作り出される不可視な関係性

の網の目をすり抜けてしまう性質こそが

紙芝居における口承性である。

例えば、昭和 13年の警視斤取締の骨子

は、「紙芝居に使用すべき絵画に説明書

正副二部を附し警視庁に提出検閲を受

けJr従業中説明書を携帯し之に相違せ

る説明をなさざることj というものであ

り、そのことは、絵だけでは物語の内容

が把握できず、したがって、あるいは、

絵と従業時の説明との結びつきが固定し

ないことが問題とされたことを意味する。

なぜならその製作過程には文字テクスト

が存在しないか、その存在が極めて不完

全だからである。

こうした調査をある種の分類、分節を

はかる視線と捉えるなら、それは街路の

演者たちの動きにとうてい及ばない部分

がある。そこで、戦後一部の府県では「業

者条例Jなるものを設け、演者に身体検

査と常識試験を行うに至ったのである。

むしろ、紙芝居に群れる子どもたちを媒

介に、最もその本質に深く接近していっ

たのは当時の知識人たちであった。しか

し、戦前戦中の教育紙芝居の運動に見ら

れるごとく、紙芝居に対する啓蒙と変形

には限界が見られる。，

以上のように紙芝居における口憲性は、

近代の様々な関係性の網の目を明らかに

しつつ、そこに収数しない領域として捉

える必要があり、そこではじめて口承性

の内部構造が十全に描けるのであるJ

浄瑠璃の「古典j 化

一明治時代の言説からー

細田明宏

浄瑠稿をロ承文芸として捉えるに当た

っては、実際にどのように上演され享受

されているかに注目することが重要だろ

。『
つ

現代におけるよ演の場に身を置けば、

聴衆の中に文字テクストを目で追いなが

ら語りを聞く人がかなりいることに気付

かされる。近世期にはこのような聴衆は

いなかったことを考えると、身近代におい

て浄瑠砲のオーラルなあり方が変化した

ことがここに示されているのではないだ

ろうか。

このような変化をもたらした一つの要

因として、浄瑠塙の社会的意味の変化が

あげられるだろう。そこでこの発表では、

明治時代の言説で浄瑠摘がどのように扱

われたのかを考察した。

簡単にいうと、西洋からの劇文学とい

う概念の輸入により、浄瑠璃は国民文学

の中に位置づけられ、近松門左衛門をは

じめとする浄瑠璃作者は劇作家と捉えら

れたのである。そして浄瑠腐は次第に国

民の『古典Jとして扱われ、明治30年代

には浄瑠璃は保存すべきだという主張も
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みられるようになる。

このような言説からは、浄瑠砲がそれ

までとは異なる意味を持つようになった

ことがうかがわれる。ここで必要なのは、

このような言説が実際の上演にどのよう

な影響を与えたのかという分析であろう。

石井先生にもご指摘いただいたように、

今回の発表では具体的な事例を検討する

には至らなかったが、それは今後の課題

としたい。

国際シンポジウムを開催して

常光徹

私の勤務する国立歴史民俗博物館(千

葉県佐倉市)では、 1月31日から 2月2

日まで f東アジアにおける文化交流ー儒

教思想と民間説話一」と題して国際シン

ポジウムを開催した。民間説話に関する

討論は初日だったが、午前中に伊藤清司

氏の f民間説話の伝播と変容Jの基調講

演があり、午後から雀仁鵠氏「クロンド

ンドン・シンスンピ(蛇婿入り)震に現

れた儒教思想J、干野明日香氏「絵姿女房

語と中国の類話J、島村恭則氏 f現代民話

の日韓比較J、越丙祥氏「幽霊のいる現代

社会で生きるー中国現代の伝聞について

の社会学的研究ーJの研究発表が行われ

た。

雀氏は、朝鮮時代 (500年間)の儒教

思想が昔話の伝承にどのような影響を及

ぼしさているのかをクロンドンドン・シン

スンピ詩に焦点を絞って具体的に指摘さ

れた。干野氏は、中国における絵姿女房

の昔話の類型を広く収集・分析し日本の

昔話との違い、その特徴について述べら

れた。島村氏は、韓国で語られる現代民

話を取り上げて日本の伝承との比較をす

ることで、社会文化的な背景の相違や調

査者のあり方などについて言及された。

越氏は、主に北京の学生たちの聞でうわ
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さをされている怪談や不思議話を数多く

紹介し、それらが『リスク社会Jとして

の特徴をもっ現代社会に対する一種の述

懐と批判である点について発表された。

途中でマイクのトラブルが発生し参加

者の皆さんにご迷惑をかけたが、司会の

松原孝俊氏の巧みなリードをはじめ、コ

メンテイターの飯倉照平氏、樋口淳氏、

加藤千代氏、常光徹の協力もあって、二

つのテーマつまり伝統的な昔話と現伐の

ハナシを輸に活発な討論が交わされた。

会場からの発言を求められた三原幸久氏

の「近い将来く現代のハナシ>を中心!こ

した国際シンポジウムが開催されること

が望まれるJとの言葉は印象深かった。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
会理事選挙の結果以下の方々が2001-2002年

度理事に決定しました。 (50音順)

東北・北海道佐々木達司/武田正

関東川田順造/常光撤/中JtI裕

兵藤裕己/米屋陽一

東京右井正己/機沼重治/大島建彦

大島康志/徳田和夫/中村とも子

野村純一/藤井貞和

中部右川純一郎/鈴木昭英

関西岩讃博/丸山顕徳/三原幸久

依因子百子

中国・四国加藤千代/白石昭臣

九州・沖縄 下野敏見/宮地武彦

匪亙
本学会の創立にご尽力され、会長も務め

られた本目安次氏が2月19目、老衰のた

め逝去されました(享年94歳)。謹んで

ご冥福をお祈りいたします。
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